
インターアクト・顧問教師・ロータリアン　合同会報告
　先週の 7 月 8 日（土）に上記の会議が開催さ
れました。
　太田市立太田高校インターアクトクラブから
は飯田先生の他部長副部長の 2 名が出席しまし
た。
　全体では地区 16 インターアクトクラブのう
ち、学校行事で参加の出来なかった一校を除く
15 校が参加しました。
本会議では各校の活動状況の報告と今後の活動
計画の発表があり、分科会では生徒同士の意見
交換会が行われました。
　今後のインターアクトの活動が期待され、太
田クラブとしても積極的に支援して参りたいと
思います。
　この合同会議は地区インターアクト委員会に
出向している竹部弘昭会員の司会で進められま
した。ありがとうございました。

▪会長挨拶
　昨日 2015-2016 年度、椎名年度のガバナー
補佐でありました山田邦夫様の訃報が入ってき

ました。享年 74 歳とのことでした。
　私事でございますが、私は 29 歳のときに太
田青年会議所へ入れさせて頂きました。理事長
は当クラブの岡田和夫さんで、椎名　章さんと
一緒の入会でした。
　その翌年だったかと思いますが、太田 JC 創立
15 周年記念事業の一環として山田邦夫経営開発
委員会委員長の下で一つの事業を実施すること
になりました。
　委員会で検討を重ねるごとに事業規模が大き
くなり、最終的には基調講演に若手議員のエー
スである石原慎太郎衆議院議員、分科会講師に
はディスクジョッキーで活躍中の作家落合恵子
氏、住職の松原哲明氏他 2 名、計 4 名の講師に
よる大イベントを実施することになりました。
　議論は白熱し、当時の私は今と違ってかなり
尖っておりましたので、山田委員長とはずいぶ
ん衝突したことが思い出されます。
　尖りっぱなしのままで JC を卒業してしまいま
したが、本当に貴重な勉強をさせて頂いたと感
謝しております。
　ご冥福を祈りたいと思います。
　ロータリーは各方面で活躍されている素晴ら
しい人との出会いの場であろうと思っておりま
す。
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　物事を常に斜に構えて受け取っている私に
とってロータリークラブは勉強の場であります。
しかし、このような境地になるには時間がかか
りすぎました。
　先日行われましたインターアクトとの合同会
議の席上、田中ガバナーは次の言葉を教えてく
れました。
“ 今までがこれからを決めるのではなく、これ
からが今までを決める ”
　また昨日 11 日、市長と上毛新聞東毛総局を
会長・幹事 10 名、中野ガバナー補佐で訪問し
てまいりました。
　皆様と共に楽しい例会を目指して頑張ってま
いります。

▪幹事報告
1.  報告事項
（1）ロータリー財団地域コーディネーター

より、2016-2017年度、日本の全てのク
ラブが年次基金にご寄付下さり、「年次
基金ゼロクラブ」ゼロという大きな目標
を達成しました。
財団 100 周年を締め括るのにふさわし
い、世界的に見ても非常に大きな達成で
す。
ご協力頂きました全ての皆様に心より感
謝申し上げますとの報告を頂きました。

（2）今週の月曜日、幹事運営セミナーがご
ざいました。当クラブからは全46クラ
ブの幹事と事務局員、地区からはガバ
ナー事務所管理運営委員竹内ファストガ
バナー、中野正美第四分区Aガバナー補
佐がスタッフとして参加しました。目的
は、ガバナー事務所の残業が多いので今
後は効率化の為に、問い合わせをメール
で行うこと、地区委員の方々の会合の出
欠をメールを利用して行うこと、送金の
明細書の書き方についてなどのルールを
決めることでした。
セミナーは 15 時から 2 時間に渡って行
われました。

2. 回覧内容
（1）納涼例会
　　　日時：7月27日（木）　18:30～
　　　会場：八王子農園
　　　会費：会員5,000円、
　　　　　　配偶者3,000円、中学生以下無料
（2）第4分区A5RC合同例会出欠確認
　　　日時：8月8日（火）
　　　登録： 18:00～
　　　例会： 18:30～
　　　講演：18:50～　太田市長  清水聖義様
　　　懇親会：19:20～

3.  他クラブの例会変更
分区外：前橋東ＲＣ

《親睦委員会》
・「納涼例会」について
　参加者が非常に少ないので PR させて頂きた
いと思います。特にお子様の参加が少なく 3 名
しかいらっしゃいません。お子様向けにすいか
割りなどの企画をしていましたが、このままで
は企画倒れになってしまうので、是非多くのお
子様に声をお掛け頂き参加して頂きたいと思い
ます。
　当日は素晴らしい花火を八王子農園でお見せ
できるかと思いますのでご参加を宜しくお願い
します。

《ニコニコ委員会》
○中野正巳第四分区 A ガバナー補佐
　　　………

○橋本徹会長エレクト
　　　………

○竹部弘昭副幹事
　　　………

7 月より国際ロータリー第 2840
地区第四分区 A ガバナー補佐を
拝命致しました。
皆様方のご協力・ご指導・ご理
解を宜しくお願いいたします。

竹部副幹事さん、今日から例会
の司会・進行どうぞ宜しくお願
いします。

本日より例会の進行をさせて頂



《出席委員会》

「地区役員・委員・各委員長基本方針」

①竹内　正幸パストガバナー、
クラブロータリー財団委員長

　皆さん、こんにちは。先週地区から委嘱状を
頂き、肩書きが７つも８つも付いておりますが、
結局は一年間地区の行事・セミナーには全て出
なさいという事なのだと思います。一生懸命時
間の許す限りは出ていきたいと思います。すで
に今月は二回、地区の行事に参加しました。
　来週の土曜日、地区の第一回の総委員会が高
崎で行われます。責任の無いポストもあります
が、与えられた職責を果たさなければなりませ
ん。他に地区の執行者もいますが、頑張ってい
きたいと思います。
　そして、ロータリー財団委員会委員長は３年
目になりますが、１５０ドルの地区目標に対し
て太田クラブは全てを達成しています。昨年は
財団 100 周年ということで、先ほど幹事の方か
ら報告があった通り「年次寄付ゼロクラブ」が
ゼロになり、世界で日本だけが唯一それを達成
することができ大変素晴らしい結果を残しまし
た。是非 150 ドル以上の、昨年よりも多くの皆
様方の温かいご寄付をお願い申し上げたいと思
います。何といってもあらゆる事業の元になる

のがこの財団であり、皆様方のご寄付によって
成り立っています。
　さらなる皆様方のご理解をよろしくお願い申
し上げて挨拶に変えさせていただきたいと思い
ます。一年間よろしくお願いします。

②中野　正美  第四分区 A ガバナー補佐
　皆さん、こんにちは。ガバナー補佐を拝命致
しました中野です。ガバナー補佐というのは読
んで字の如くガバナーの補佐をするわけで、田
中ガバナーは竹内さんにも負けず劣らずブル
ドーザーのような方なので色んなことが次から
次へとテーマとして出てきます。
　一年を四つに分けて、最初の３ヶ月が合同公
式訪問、次の三ヶ月が地区大会、次の三ヶ月が
IM、最後の三ヶ月は総括ということになります。
これからその中で色んな行事を組んでいきたい
と思います。
　皆さんのご協力宜しくお願いします。以上で
終わります。

③渋沢　誠  資金委員会委員長、
クラブ会員増強委員長

　お世話になります。昨年に引き続きまして資
金管理委員会に所属致します。現在の進行状況
についてですが、年度は変わりましたが豊川年
度実施の地区補助金の審査を実施しております。
昨年は 43 クラブ 41 事業が行われましたが、内
28 件は報告書を受理しております。残り 13 件
の内、11 件を審査中で、2 件は未提出です。
　今期におきましては、46 全てのクラブから申
請がなされました。全て単独事業です。7 月か
らこちらの実施期間となっています。今年の 46
事業は原則として 7 月から 4 月を実施期間にし
て、事業終了後一ヶ月以内に報告書を提出して
頂くという様に変わっています。
　従って、5 月末には全ての報告書が提出され
6 月末の年度内に全ての審査が終了できると考
えています。
　また今年度の特徴としては、ウェブにおいて
申請を行う予定です。8 月と 11 月にセミナー
がございますので、そちらで説明したいと思い

クラブアッセンブリー

きます。皆様のご指導ご協力宜
しくお願いします。
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ます。
　本年度も資金管理委員会に所属しますので、
どうぞ宜しくお願いします。以上です。

④石川　好男地区補助金委員会委員、
クラブ IA 委員長

　皆さん、こんにちは。昨年に引き続き今年も
地区補助金の委員として出させて頂きます。担
当として第四分区 A5 クラブからの議案を地区
の委員会に持ち上げ、スムーズに承認を頂くよ
うな取り組みをしていきます。
　昨年一年間は勉強させて頂いたので、今年は
余裕を持って各クラブの相談などにも乗りたい
と思います。
　最近の事業では、贈呈型の事業が難しくなっ
ています。昨年、太田の駅前に温度計が付きま
した。温度計自体はそれほど高価ではないので
すが、それを取り付けるためのモニュメントな
どにお金がかかってしまうので、駅前の時計な
ども今後も難しいかと思われます。
　ただ、駅舎に時計をつけるのは大丈夫であっ
たり、やり方をうまく考えれば色々な事業がで
きますので、その辺りを勉強しながら取り組ん
で参りたいです。
　そして、10 月～ 12 月、各クラブにお願いし
て事業を組み立てて頂くということで、私も色々
な事業に関わらせてもらいながら上手く興味を
持ってもらえるような書類作りをしていきます。
　それが終わると会議の場で、県内のクラブの
議案を練り上げるということで四ヶ月間非常に
忙しいですが、皆さんのご協力を得ながら一年
間やらせて頂きたいと思います。宜しくお願い
します。

⑤板橋　一博  米山記念奨学会委員
　米山記念奨学会委員から発表させて頂きます。
実は地区に出向させて頂いてから 3 年目となり
ます。2840 地区の委員長は斎藤さんが務めて
おりますが、その前は現ガバナーの田中さんが
委員長を務めておりました。
　この太田ロータリークラブでは竹内パストガ
バナーが米山記念の評議員ということで、出向

なさっています。詳しい話は 6 月の最終の時に、
太田ロータリークラブの米山の委員長である松
本博委員から説明頂いております。
　地区の方では、どのようなことをやっている
のか簡単にお話したいと思います。ご存知の通
り活動は 4 月から既に始まっています。今年度
は新しい米山の奨学生 13 名を受け入れました。
そして継続 2 年目の奨学生 8 名を合わせた計
21 名がこの地区で活躍しています。当クラブで
はベトナムのタン君が今年から奨学生というこ
とになります。タン君は 2 年ということなので
来年継続になるかと思います。
　主な行事としましては、9/24 に米山奨学生の
研修セミナー、カウンセラーセミナーがありま
す。奨学生になって半年経ってから、学生また
はカウンセラーから実際に話しを聞き地区とし
てしっかりモニターする事が目的です。カウン
セラーと学生全員が集まって交流会を行います。
　年間 7・8 回の打ち合わせとセミナーがあり
ますが、休み明けには既に次年度の奨学生を選
考することが始まります。その意味で米山とい
うのは現奨学生と卒業生が学友という組織を
作って、全世界で活躍している組織です。
　皆さんのご寄付によって運営されている最大
の奨学制度であるということはご存知かと思い
ます。一人あたり 16000 円以上のご寄付をお願
いしていますが、太田ロータリークラブでは昨
年度一人当たり 27000 円程ご寄付を頂きまし
た。
　今年度も寄付をお願いするかと思いますが、
米山記念奨学制度を継続させるために宜しくお
願いします。ありがとうございました。

⑥竹部　弘昭  インターアクト委員会委員
　皆さん、こんにちは。地区のインターアクト
委員の方に本年度より出向させて頂いておりま
す竹部と申します。地区のインターアクト委員
会については年に四つほど大きな事業がありま
す。
　まず一つはインターアクト・顧問教師・ロー
タリアン合同会議であり、先週の土曜日に太田
ナウリゾートで開かれております。この会議に



ついては、今のままではあまりやっている意味
がないので年に一回インターアクトデイの様な
物を設け、そこで集まって大きな事業を行うと
いう方向に進みそうです。
　来週の土曜日にインターアクトの年次大会が
開催されます。これは今年度は新田ロータリー
クラブは担当していますので、太田開催という
事で行われます。
　ところでインターアクトは、年度が始まって
すぐの事業が多く、今月で半分の事業が終わっ
てしまいます。後半はインターアクトの海外研
修という事で、来年の 3 月 29 日から 4 月 1 日
まで第 2560 地区・新潟ロータリークラブとの
共同事業で高校生を台湾に連れて行きます。そ
れに伴い 4/20 から 4/21、これも新潟との共同
事業で受け入れをする運びになります。
　インターアクト委員会につきましては、3 年
委員会で、3 年後に太田の順番が回ってきます。
その時催し物を考えておかなければならないの
で、来年の後半辺りから動いていかないと間に
合わないのでクラブのインターアクト委員と協
力し合いながら年次大会等を行いたいと思いま
す。
　まだまだわからない事も多いですが、出来る
だけ出て 3 年後に備えていきたいので、皆様の
ご協力宜しくお願いします。
　

⑦田部井　丑松  RLI 推進委員会委員
　今年も RLI の推進委員という事で出向させて
頂きます。毎回お話しているのですが、この委
員会は本田パストガバナーを中心に館林の小池
さんと私しかいないという特殊なところで、ま
た対象者も全員が対象ではなくて、橋本エレク
トと竹部副幹事が対象になるということです。
正式な通知は来ていませんが内々にパート１が
9 月 17 日、パート２が 10 月 22 日、パート 3
が 11 月 25 日ということで全てのセクション
を受けてもらうと、修了バッジがもらえます。
2840 地区のこの日程に参加できない場合は他
地区のセクションにも参加することが出来ます
ので、是非バッジをもらうまでやっていただき
たいと思います。そういった意味でこの地区の

RLI は全国的に注目されております。東京では
参加を希望する人しか行かないといった形なの
ですが、この地区だけはエレクト・幹事を対象
にしてやっているところがものすごく注目され
ています。他地区からも勉強に来る程でありま
す。
　一つお願いなのですが、修了した方にディス
カッションリーダーをお願いしたいと思います。
是非とも多くの方にディスカッションリーダー
になっていただきたいです。
　ディスカッションリーダーというのはファシ
リテーターの役割を持っています。RLI という
のは勉強する仕組みとしては共同学習的な仕組
みでやっていますので、一般的にはティーチン
グ、コーチングという形が通常なのですが、RLI
はファシリテーター、進行役が如何に盛り上げ
ていくかというのが要素として求められるので
は楽しい場所です。よろしくご理解申し上げて
ご挨拶に変えさせていただきます。ありがとう
ございました。

⑧橋本　徹  会長エレクト・クラブ管理運営、
太田奨学育英委員長

　皆さん、こんにちは。個人的には会長エレク
トが一番緊張する立場なのではないかと思って
いる橋本です。今年度大塩会長をアシストさせ
て頂きながら、来年に向けてクラブの課題を調
査・研究する一年に出来たらいいなと思ってお
ります。クラブとしてやるべきこと、あるいは
できること、やらなければいけないこと、そう
いったことをじっくりと考えていきたいと思っ
ております。
　また、太田奨学育英事業につきましては、つ
つがなく例年通り二名で運営出来ていけたらい
いなと考えております。どうか皆さん、ご協力
宜しくお願いします。以上です。
　　　

⑨関口　知  会長ノミニー

⑩椎名　章  SAA
　本年度の SAA を務めさせて頂きます椎名で
す。そして、副 SAA は長島さんにお願いしてい



ます。二人でやっていきます。
　SAA の役割はまず、例会がスムーズに行われ
るように、そして楽しい中にも緊張感のある例
会作りの補助をすることだと思います。いずれ
しても、大塩会長がやりやすいようにそういう
SAA でありたいと思います。
　また、山田邦夫さんが亡くなられたことには
ご冥福をお祈り申し上げます。大塩会長は当時
の太田青年会議所の委員会で山田邦夫さんと、
石原慎太郎さん他 4 人を呼んで分科会で素晴ら
しい経営開発委員会の大会を開催しました。そ
の時の会長もまた青年会議所の当クラブの松本
博さんでした。その下で山田邦夫さんが経営開
発委員会の委員長をやって素晴らしい大会がで
きました。ロータリーは青年会議所の卒業生が
大変多いのでこの場を借りてその報告もさせて
頂きます。再び山田邦夫さんのご冥福をお祈り
申し上げます。
　以上で SAA の基本方針とさせていただきま
す。ありがとうございました。

▪点鐘 &「我等の生業」斉唱


